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マ

「
希
望
を
も
っ
て
喜
び
、苦
難
を
耐
え
忍
び
、た
ゆ
ま
ず
祈
り
な
さ
い
。」

（
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
12
章
12
節
よ
り
）

　
「
い
つ
か
喜
ぶ
た
め
に
、
苦
難
を
耐
え
忍
び
な
さ
い
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
喜
び
、
苦
難
を
耐
え
忍
び
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
の
“
喜
び
〟
と
は
、「
頑
張
っ
て
苦
難
を
耐
え
忍
べ
ば
喜
べ
る
」
と

か
、「
苦
難
を
耐
え
忍
ば
な
い
と
喜
べ
な
い
」
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
「
希
望
を
も
っ
て
」
も
、
希
望
を
“
持
っ
て
〟
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で

言
わ
れ
て
い
る
“
希
望
〟
は
、
掌
に
納
ま
る
よ
う
な
ち
っ
ぽ
け
な
も
の
で
も
、

何
か
の
拍
子
に
そ
の
手
か
ら
滑
り
落
ち
て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
で
も
な
い
の

だ
と
思
い
ま
す
。「
希
望
を
も
っ
て
」
と
は
、“
希
望
の
中
で
〟
と
い
っ
た
感

じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
頑
張
れ
な
い
あ
な
た
に
は
喜
ぶ
資
格
は
な
い
。

そ
ん
な
こ
と
も
き
っ
と
言
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

頑
張
っ
た
ご
褒
美
で
は
な
い
無
条
件
に
与
え
ら
れ
た
喜
び
が
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
で
す
。神
さ
ま
か
ら
の
一
方
的
な
恵
み
―
す
べ
て
の
人
に
与
え
ら
れ
た“
喜

び
の
お
と
ず
れ
〟
を
覚
え
る
ク
リ
ス
マ
ス
が
や
っ
て
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
迎

え
る
こ
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
、
多
く
の
疲
れ
た
魂
が
慰
め
ら
れ
ま
す
よ
う
。
新
た

な
希
望
の
中
で
喜
び
、
共
に
苦
難
を
耐
え
忍
び
、
た
ゆ
ま
ず
お
互
い
の
た
め
に

祈
り
続
け
る
わ
た
し
た
ち
と
さ
れ
ま
す
よ
う
。

　
　
（
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
チ
ャ
プ
レ
ン　

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
高
の
原
教
会
牧
師　

竹
ヶ
原　

政
輝
）

イ
ラ
ス
ト　

中
谷
隆
志

ク
リ
ス
マ
ス
の
讃
美

○クリスマス・イルミネーション点灯式
　今出川校地
　11月20日（金）17：15 ～
　西門北側サンクタスコートヒマラヤスギ周辺
　京田辺校地
　11月30日（月）16：45 ～
　ローム記念館前

○アドベント礼拝
　12月1日（火）～12月22日（火）の間のチャペル・アワー
アドベントとは、イエス・キリストの降誕を待ち望
む準備期間です。アドベント・クランツのキャンド
ルを灯し、一緒にクリスマスの到来を待ちましょう。
○クリスマス･イブ礼拝
　京田辺校地
　日時：12月22日（火）16：40 ～17：30
　会場	：�同志社京田辺会堂　言館（KOTOBA-KAN）礼拝堂	

※ランチタイム・チャペル・アワーは中止します。
　今出川校地
　日時：12月24日（木）
　今年度はネット配信を予定しています。
　詳細につきましては、ホームページをご確認ください。
　　※同志社教会のクリスマス・イブ礼拝と共同開催

お知らせ

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、変更にな
る可能性があります。
各行事の最新の情報は、ホームページまたはキリスト
教文化センター掲示板のポスター等をご覧ください。

はこの日から始まり、その後、２週間にわたってク
リスマス・シーズンが続くことになります。１月６
日がその終わりにあたり、東方の博士が生まれたば
かりのイエスのもとを訪れ礼拝を献げた日として記
念されています。
　クリスマスは救い主の誕生という喜ばしいメッセ
ージの性格もあって、多くの人々から愛され、各地
の文化や習慣と交じり合いながら発展を遂げてきま
した。クリスマス・ツリーは北欧に由来するもので
すし、近年ではクリスマスの花の定番のようになっ
たポインセチアはメキシコ原産で、ほんとうは寒さ
に弱い花です。サンタクロースも古代のトルコの実
在の人物（聖ニコラウス）をモデルとしながら、ヨ
ーロッパ各地の伝承や慣習を取り込んで現在のよう
な姿とイメージに成長してきました（あの赤い服は
某企業の宣伝用のアイディアだったとかいう説もあ
ります）。
　同志社大学でもアドベントの始まりを知らせる両
校地のクリスマス・イルミネーションの点灯式から
始まって、チャペル・アワーのアドベント礼拝、ク
リスマス・イブ礼
拝など、さまざま
な企画を用意して
います。新型コロ
ナウイルス感染症
のために、残念な
がら例年とは異な
る状況のもとで迎えるクリスマスになりますが、ど
うぞこれらの企画にご参加いただき、ごいっしょに
イエス・キリストの降誕を祝うとともに、皆さんお
ひとりおひとりの上に神さまの祝福とお守りを祈る
ひとときを迎えたいと思います。どうぞ良いクリス
マスをお迎えください！

キリスト教文化センター教授　越川　弘英

　「クリスマス（Christmas）」のもともとの意味は「キ
リストの祭り（Christ Mass）」ということで、イエス・
キリストの誕生を記念するお祭りです。
　現在では 12 月 25 日がクリスマスですが、この日
が定められたのは４世紀頃といわれており、歴史的
な意味での「イ
エスの誕生日」
というわけでは
ありません。古
代の暦では 12 月
25 日が冬至にあ
たっていたため、
夜（闇）がいち
ばん長くなった日に神のもとから送られてきた希望
の光としての救い主イエスを記念することから始ま
ったと考えられています。
　日付について記すと、12 月 24 日の晩を「クリス
マス・イブ」と呼びますが、夕方から一日が始まる
という慣習を持っていた古代のキリスト教徒にとっ
て、この日はクリスマスの前夜ではなく、クリスマ
ス当日に含まれていました。
　キリスト教の暦（「教会暦」）によれば、クリスマ
スはアドベントと呼ばれる準備のシーズンから始ま
ります。アドベントは「待降節」と訳され、イエス
の降誕を待つ準備の時です。アドベントはクリス
マス当日から逆算して４週前の日曜日から始まりま
す。今年は 11月 29日がアドベントのスタートです。
この期節にはクリスマス・ツリーを飾ったり、クリ
スマス・リース（アドベント・リース）を門口に取
りつけたりする習慣がありますが、教会の礼拝でも
週ごとにロウソクを１本、２本と点灯しながら、ク
リスマスを待つことが行われます。
　あまり知られていないかもしれませんが、クリス
マスは 12 月 25 日で終わるのではなく、クリスマス

クリスマスの基礎知識



　

キ
ャ
ン
パ
ス
の
銀
杏
の
葉
が
鮮
や
か
な
黄
金
色
に
色
づ
く
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
20
年
前
、
２
０
０
０
年
の
秋
の
日
、
私
た
ち
家
族
は

ド
イ
ツ
の
ケ
ル
ン
・
ボ
ン
空
港
に
到
着
し
ま
し
た
。
夫
と
私
は
眼
科
医
な

の
で
す
が
、
二
人
そ
ろ
っ
て
大
学
病
院
を
退
職
し
、
わ
ず
か
な
奨
学
金
で

２
年
間
の
研
究
留
学
に
旅
立
っ
た
の
で
す
。
昨
今
は
医
学
研
究
者
の
留
学

も
米
国
が
主
流
で
、
当
時
も
ド
イ
ツ
に
留
学
す
る
眼
科
医
は
ご
く
わ
ず
か

で
し
た
。
受
入
れ
教
授
は
ケ
ル
ン
大
学
に
着
任
予
定
で
し
た
が
、
ま
だ
前

任
校
か
ら
異
動
さ
れ
て
お
ら
ず
、
誰
も
迎
え
て
く
れ
る
人
の
い
な
い
ケ
ル

ン
到
着
で
し
た
。

　

ケ
ル
ン
は
ド
イ
ツ
北
部
の
町
で
、
緯
度
は
樺
太
と
同
じ
く
ら
い
で
す
。

寒
く
暗
い
街
に
は
、
コ
ー
ト
の
襟
を
立
て
た
険
し
い
顔
の
ド
イ
ツ
人
が
足

早
に
歩
い
て
い
ま
し
た
。
何
と
か
ラ
イ
ン
川
の
ほ
と
り
の
ホ
テ
ル
に
到
着

し
た
頃
に
は
、
と
っ
ぷ
り
と
日
も
暮
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
ド
イ
ツ
で

は
今
ほ
ど
英
語
が
通
じ
ず
、
夫
が
片
言
の
ド
イ
ツ
語
で
フ
ロ
ン
ト
の
老
婦

人
と
交
渉
を
し
て
い
る
間
、
長
旅
に
疲
れ
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
眠
る
３
歳
の
息

子
を
マ
フ
ラ
ー
で
包
み
な
が
ら
、
早
く
も
私
は
ド
イ
ツ
に
来
た
こ
と
を
後

悔
し
て
い
ま
し
た
。
英
語
な
ら
困
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
私
で
し
た
が
、

そ
ん
な
自
信
は
一
瞬
で
吹
き
飛
び
、
寒
い
ホ
テ
ル
の
窓
辺
で
夫
が
撮
っ
て

く
れ
た
写
真
の
私
は
泣
き
笑
い
の
表
情
で
す
。

　

晩
秋
の
ケ
ル
ン
の
街
は
暗
く
寒
く
、
道
行
く
人
々
も
何
と
な
く
不
機
嫌

そ
う
で
し
た
が
、
11
月
末
の
第
一
ア
ド
ベ
ン
ト
の
到
来
と
と
も
に
、
街
の

あ
ち
こ
ち
に
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ル
ク
ト
が
設
置
さ
れ
、
街
も
人
々
も
明
る
く

活
気
づ
き
ま
し
た
。
家
庭
で
は
ア
ド
ベ
ン
ト
ク
ラ
ン
ツ
と
呼
ば
れ
る
ロ
ウ

ソ
ク
に
火
を
灯
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
る
準
備
を
し
ま
す
。
ド
イ
ツ
北

部
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
多
い
と
さ
れ
ま
す
が
、
ケ
ル
ン
は
歴
史
的
に
ロ

ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
主
流
で
、
街
は
大
聖
堂
を
中
心
に
放
射
状
の

構
造
を
し
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
で
は
教
会
税
の
負
担
や
、
宗
教
や
文
化
の

多
様
化
が
進
む
と
と
も
に
教
会
離
れ
が
話
題
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

困
っ
た
と
き
に
は
地
区
の
教
会
の
神
父
様
に
相
談
に
行
く
な
ど
、
教
会
が

地
域
の
生
活
に
密
着
し
て
い
ま
す
。
若
い
世
代
は
日
曜
に
教
会
に
行
く
人

も
少
な
い
の
で
す
が
、
そ
ん
な
若
者
た
ち
も
「
人
を
騙
し
た
り
嘘
を
つ
い

た
り
し
て
は
だ
め
。
た
と
え
誰
も
見
て
い
な
く
て
も
、
神
様
は
ご
覧
に
な

っ
て
い
る
よ
」
と
小
さ
い
子
供
た
ち
に
注
意
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

ド
イ
ツ
人
は
初
対
面
で
は
厳
格
で
怖
そ
う
な
の
で
す
が
、
一
度
親
し
く
な

っ
た
ら
と
こ
と
ん
親
切
で
誠
実
、
信
頼
で
き
る
素
晴
ら
し
い
人
た
ち
で
す
。

私
た
ち
も
多
く
の
人
々
に
助
け
ら
れ
、
沢
山
の
貴
重
な
経
験
や
楽
し
い
想
い

出
と
と
も
に
２
０
０
３
年
に
帰
国
し
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
の
先
生
方
と
は
そ
の

後
も
20
年
に
わ
た
る
交
流
が
続
い
て
お
り
、
今
年
１
月
に
は
私
の
研
究
室
の

大
学
院
生
が
エ
ル
ラ
ン
ゲ
ン
大
学
に
短
期
留
学
を
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
に
世
界
が
悲
し
み
に
包

ま
れ
た
年
に
な
り
ま
し
た
。
世
界
の
人
々
が
苦
難
を
乗
り
越
え
て
温
か
い

ク
リ
ス
マ
ス
と
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
こ
い
ず
み
・
の
り
こ
＝
生
命
医
科
学
部
教
授
）

エ
ッ
セ
イ

小　

泉　

範　

子

『
晩
秋
の
ラ
イ
ン
川
の
ほ
と
り
で
』

◎
秋
学
期
の
授
業
は
対
面
と
ネ
ッ
ト
配
信
の
２
形
態
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、チ
ャ
ペ
ル・ア
ワ
ー

も
対
策
を
し
な
が
ら
礼
拝
堂
で
行
う
と
と
も
に
、
一
部
は
ネ
ッ
ト
配
信
で
も
提
供
す
る
予
定
で
す
。

◎
当
日
の
奨
励
題
や
ネ
ッ
ト
配
信
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や 

学
内
掲
示
板
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー
に
参
加
の
方
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
間
隔
を
空
け
て
着
席
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
感
染
症
対
応
の
た
め
、
ご
退
出
の
際
は
、
入
口
で
配
布
す
る
参
加
者
カ
ー
ド
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

火
曜
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー

同
志
社
京
田
辺
会
堂 

言
館
礼
拝
堂
　
毎
火
曜
日
12
時
35
分
～
13
時

水
曜
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー

同
志
社
京
田
辺
会
堂 

言
館
礼
拝
堂
　
毎
水
曜
日
12
時
35
分
～
13
時

金
曜
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー

同
志
社
京
田
辺
会
堂 

言
館
礼
拝
堂
　
毎
金
曜
日
12
時
35
分
～
13
時

火
曜
チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー
　

同
志
社
礼
拝
堂
　
毎
火
曜
日
17
時
30
分
～
18
時
10
分

水
曜
チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー
　
　

同
志
社
礼
拝
堂
　
毎
水
曜
日
10
時
45
分
～
11
時
30
分

金
曜
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー

　
同
志
社
礼
拝
堂
　
毎
金
曜
日
12
時
35
分
～
13
時

京
田
辺
校
地

今
出
川
校
地

月   

日

奨
　 

励 

　
者

11 　／　 24
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
京
都
葵
教
会
牧
師

　
　
　
内
　
山
　
友
　
也

12 　／　 1
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
石
橋
教
会
牧
師�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
仲
　
程
　
愛
　
美

12 　／　 8
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
准
教
授�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
森
　
田
　
喜
　
基

12 　／　 15
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
南
大
阪
教
会
伝
道
師�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
川
　
江
　
亜
希
子

1 　／　 12
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
京
都
葵
教
会
牧
師

　
　
　
内
　
山
　
友
　
也

1 　／　 19
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
香
里
ヶ
丘
教
会
牧
師

　
　
　
渡
　
辺
　
圭
一
郎

1 　／　 26
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
准
教
授

　
　
　
森
　
田
　
喜
　
基

月
　
日

奨 

　
励
　 

者

11 　／　 24
創
立
記
念
礼
拝

神
学
部
教
授

　
　
　
越
後
屋
　
　
　
朗

12 　／　 1
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
大
阪
教
区
主
事�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
鈴
　
木
　
　
　
祈

12 　／　 8
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
天
満
教
会
牧
師�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
小
　
西
　
　
　
望

12 　／　 15
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
京
都
葵
教
会
牧
師�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
内
　
山
　
友
　
也

12 　／　 22
社
会
学
部
准
教
授�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
マ
ー
サ
・
メ
ン
セ
ン
デ
ィ
ー
ク
※

1 　／　 12
神
学
研
究
科
生

　
　
　
後
　
宮
　
　
　
嗣

1 　／　 19
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
洛
陽
教
会
伝
道
師

　
　
　
桝
　
田
　
翔
　
希

1 　／　 26
商
学
部
教
授

　
　
　
佐
　
藤
　
郁
　
哉

月   

日

奨
　 

励 

　
者

11 　／　 25
創
立
記
念
礼
拝
※

同
志
社
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
宗
教
セ
ン
タ
ー
主
任

　
　
　
山
　
本
　
真
　
司

12 　／　 2
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
大
和
郡
山
教
会
牧
師�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
宮
　
川
　
経
　
宣

12 　／　 9
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
神
戸
多
聞
教
会
牧
師�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
近
　
藤
　
　
　
誠

12 　／　 16
同
志
社
中
学
校
・
高
等
学
校
嘱
託
講
師�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
原
　
田
　
博
　
行

1 　／　 6
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
浪
花
教
会
牧
師

　
　
　
山
　
口
　
　
　
恒

1 　／　 13
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
准
教
授

　
　
　
竹
　
田
　
宗
　
継

1 　／　 20
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
西
大
和
教
会
牧
師

　
　
　
大
　
澤
　
星
　
一

月
　
日

奨 

　
励
　 

者

11 　／　 25
創
立
記
念
礼
拝

神
学
部
教
授

　
　
　
水
　
谷
　
　
　
誠

12 　／　 2
グ
レ
ー
ス
宣
教
会
牧
師�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
青
　
木
　
保
　
憲

12 　／　 9
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
阿
倍
野
教
会
牧
師�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
山
　
下
　
壮
　
起

12 　／　 16
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
石
橋
教
会
牧
師�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
仲
　
程
　
愛
　
美

1 　／　 6
日
本
聖
公
会
京
都
教
区
司
祭

　
　
　
三
　
木
　
メ
　
イ

1 　／　 13
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
高
の
原
教
会
牧
師

　
　
　
竹
ヶ
原
　
政
　
輝

1 　／　 20
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
教
授

　
　
　
越
　
川
　
弘
　
英

月   

日

奨
　 

励 

　
者

11 　／　 20
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
河
内
天
美
教
会
牧
師

　
　
　
今
　
井
　
こ
の
み

12 　／　 4
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
阿
倍
野
教
会
牧
師�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
山
　
下
　
壮
　
起

12 　／　 11
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
豊
中
教
会
牧
師�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
山
　
﨑
　
道
　
子

12 　／　 18
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
教
授�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
越
　
川
　
弘
　
英

1 　／　 8
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
河
内
天
美
教
会
牧
師

　
　
　
今
　
井
　
こ
の
み

1 　／　 15
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
高
の
原
教
会
牧
師

　
　
　
竹
ヶ
原
　
政
　
輝

1 　／　 22
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
阿
倍
野
教
会
牧
師

　
　
　
山
　
下
　
壮
　
起

月
　
日

奨 

　
励
　 

者

11 　／　 20
神
学
部
教
授

　
　
　
村
　
上
　
み
　
か

12 　／　 4
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
教
授�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
越
　
川
　
弘
　
英

12 　／　 11
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
同
志
社
教
会
牧
師�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
望
　
月
　
修
　
治

12 　／　 18
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
京
都
教
会
伝
道
師�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
西
　
原
　
も
も
こ

1 　／　 8
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
北
千
里
教
会
牧
師

　
　
　
宮
　
岡
　
真
紀
子

1 　／　 15
神
学
部
教
授

　
　
　
村
　
上
　
み
　
か

1 　／　 22
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
准
教
授

　
　
　
森
　
田
　
喜
　
基

※
京
田
辺
校
地
の
11
／
25
創
立
記
念
礼
拝
は
12
時
30
分
か
ら
開

始
し
ま
す
。

※
京
田
辺
校
地
の
12
／
22
は
16
時
40
分
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ

ブ
礼
拝
を
行
い
ま
す
。

※
今
出
川
校
地
は
す
べ
て
同
志
社
礼
拝
堂
で
行
い
ま
す
。

※
今
出
川
校
地
の
12
／
22
の
奨
励
は
英
語
で
行
い
ま
す
。

チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
秋
学
期
後
半
）


